
急性呼吸器感染症（ARI）サーベイランス
について横須賀市の方針

本日の説明内容

▶１ ＡＲＩサーベイランスの目的、定義について

▶２ 定点医療機関数の変更について

▶３ 本市方針について

▶４ 今後のスケジュール

横須賀市 民生局 健康部

保健所 保健予防課

資料４



ＡＲＩサーベイランスの目的

急性呼吸器感染症(ARI)の定義に合致する症例数及び収集された

検体又は病原体から、各感染症の患者数や病原体等の発生数を集

計し、国内の急性呼吸器感染症(ARI)の発生の傾向(トレンド)や水

準(レベル)を踏まえた、流行中の呼吸器感染症を把握する。

令和６年11月11日(月)13時～15時(WEB開催)

急性呼吸器感染症(ARI)サーベイランスに係る具体的な方針に関する都道府県説明会

資料より引用



ＡＲＩサーベイランスの目的

急性呼吸器感染症(ARI)は、飛沫感染等により感染が拡がりやすいことが特徴

新型コロナウイルス感染症の経験を踏まえ、

①流行しやすい急性呼吸器感染症の流行の動向を把握すること

②仮に未知の呼吸器感染症が発生し増加し始めた場合に迅速に探知することが可能

となるよう、平時からサーベイランスの対象とする

そのため、感染症法の５類感染症に位置付ける

＜急性呼吸器感染症サーベイランス実施に向けた準備に係るQ&A より＞



急性呼吸器感染症（ＡＲＩ）定点の対象疾患の範囲

＜自治体説明会資料より＞

今回の対象
はココ！



急性呼吸器感染症（ARI）の症例定義

咳嗽、咽頭痛、呼吸困難、鼻汁、鼻閉 のいずれか1つ

以上の症状を呈し、発症から10日以内の急性的な症状で

あり、かつ医師が感染症を疑う外来症例 

※「発熱の有無を問わない」定義とする。



ARIサーベイランスの対象範囲

内科定点（ARI定点）

▶インフルエンザ

▶新型コロナウイルス感染症

＋

▶急性呼吸器感染症

従来の調査から変更なし

新たに追加される調査



ARI定点

▶インフルエンザ

▶新型コロナウイルス感染症

ARIサーベイランスの対象範囲

※横須賀市の小児科定点はＡＲＩ定点も兼ねる

＋

▶急性呼吸器感染症

小児科定点

▶RSウイルス感染症

▶咽頭結膜熱

▶A群溶血性レンサ球菌咽頭炎

▶感染性胃腸炎

▶水痘

▶手足口病

▶伝染性紅斑

▶突発性発しん

▶ヘルパンギーナ

▶流行性耳下腺炎

従来の調査から
変更なし

新たに追加
される調査



ＡＲＩサーベイランスの報告様式（案）

R7年2月18日
急性呼吸器感染症（ARI）サーベイランスに係る具体的な方針について
定点医療機関向け説明資料より



ＡＲＩサーベイランスの報告様式（案）



急性呼吸器感染症（ARI）患者定点の設計（国の方針）

保健所管内人口あたり定点数を変更することによって、全国の定点数は

4,653から2,976になる。

横須賀の場合

５．６

横須賀の場合

４．３



急性呼吸器感染症（ARI）患者定点の設計（国の方針）

＜第89回厚生科学審議会感染症部会参考資料１より＞

「人口１万人当たりの定点数」のバラツキの程度は小さくなり、「発生動向」の再現性も確認された。

大事なのは「地域代表性が担保されているかどうか」



横須賀市の定点設置方針

▶国の方針を踏まえ、市医師会とも協議の上、地域代表性を損な
わない範囲で定点の指定を解除し、定点数の削減を図る

▶病原体定点については、変更しない

▶個人クリニックを中心に、定点医療機関を指定する（特に小児科
はまずはかかりつけの個人クリニックを受診すると想定）



横須賀市の定点設置方針

定点種別

小児科（兼ＡＲＩ） 内科 合計

患者 病原体 患者 病原体 患者 病原体

現行 ９ １ ５ １ １４ ２

Ｒ７年度以降
（案）

5 1 4 1 ９ 2



定点数の減少に伴う影響

▶警報・注意報レベルの基準値は現行と同様の設定となるため、定
点数の変更により、「急性呼吸器感染症定点」及び「小児科定点」の
対象疾患については、活用できなくなる

▶定点対象外とする候補の医療機関は、Ｒ6年の報告数がほとんど
ないため、定点当たりの患者数の増

▶ただし、患者が増え始めるタイミングは大きく変わらない



今後のスケジュール

1月 2月 3月 4月

神奈川県

横須賀市保健所

横須賀市医師会

定点指定医療機関

定
点
医
療
機
関
指
定

定点方針
決定

3/14
定点一覧
提出期限

4/7
ＡＲＩサーベイランス
報告開始

説明
協議

事
務
調
整

並走期間 稼働
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